
印
度
學
佛
撤
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
七
年
十
二
月

俊
荷
の
戒
律
思
想

―
自
誓
と
三
聚
通
受

の
観
点
か
―ら

は

じ

め
に

俊
仍

の
著
書
名
は
、
彼

の
没
後
十
七
年
目
の
寛
元
二
年

(
一
二
四
四
)

に
信
瑞
が
記
し
た

『不
可
棄
法
師
伝
』
に
記
載
さ
れ
る
が
、
わ
ず
か
に

『
仏
法
宗
旨
論
』
二
巻
、

『
念
仏
三
昧
方
法
』

一
巻
、

『座
禅
事
儀
』

一

巻
、
『
三
千
儀
備
検
』
二
巻
に
し
か
過
ぎ
ず
、
し
か
も

『
三
千
儀
備
検
』

 
 

一
巻
の
写
本
が
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
徳
田
明
本
氏
は
唐

招
提
寺

に
写
本
の
伝
わ
る

『
南
山
宗
旨
要
抄
』
を
も
彼
の
親
撰
と
し
て

掲
げ
る
。
本
書
は
十
九
個
の
問
答
か
ら
構
成
さ
れ
、
特
に
第
十
七
及
び

第
十
九

の
問
答
が
戒
律
に
関
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
本
書

は

『
不
可
棄
法
師
伝
』
に
は
名
前
が
出
な
い
点
か
ら
、
そ
の
親
撰
か
ど

う
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
本
書

の
真
偽
問
題
を
入
宋
中
の
問
答
の

記
録
と
併
せ
な
が
ら
、
ま
ず

「通
受
」
の
観
点
か
ら
検
討
し
、

つ
い
で

円
琳
の

『
菩
薩
戒
義
疏
鈔
』
に
引
用
さ
れ
る
俊
仍

の
意
見
か
ら
、
彼
の

戒
観
を
探

っ
て
み
よ
う
。

蓑

輪

顕

量

一

三
聚
浄

戒

と

三
聚

羯
磨

俊
あ
が
入
宋
中
に
律
宗
に
関
す
る
問
い
五
十
三
を
提
示
し
た
こ
と
が

契
機
と
な

っ
て
、
宋
代

の
律
宗
の
中
に
論
争
が
齎
さ
れ
た
。
守

一
と
妙

連

(守

一
は

『終
南
家
業
』
を
俊
仍
の
死
後
三
年
目
の
紹
定
三
年

(
一

三
一
〇
)

に
述
作
し
不
増
受
の
立
場
を
取
る
、
妙
連
は
増
受
の
立
場
を
取
る
)
の
論
争
で

あ
る
。
俊
仍荷
の
問
い
自
体
は

『律
宗
問
答
』

に
収
載
さ
れ
る
。
そ
れ
に

対
す
る
解
答
は
、
臨
安
府
不
空
教
院
了
然
律

師
、
極
楽
院
智
瑞
法
師
、

妙
音
律
師
よ
り
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
俊
荷
の
帰
国
後
、
守

一
が
答
釈
を
作

り
、
日
本
に
こ
れ
を
送
付
し
た
。
『
律
宗
問
答
』
に
載
せ
ら
れ

る
俊
荷

の
質
問
の
中
に
、
既
に

「三
聚
羯
磨
」
の
語
が
出
る
。

初
大
小
混
濫
難
。
難
日
、
登
壇
白
四
是
小
乗
教
、
三
聚
羯
磨
是
大
乗
法
、
大

小
教
門
、
山
豈可
混
濫
。
若
言
発
大
心
故
、
即
小
而
得
大
者
、
其
何
局
在
四
分

宗
耶
。
(
2
)

白
四
は
小
乗
教
、
三
聚
羯
磨
は
大
乗
の
法
と
位
置
づ
け
る
が
、
こ
の
文
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章
は
、
主

一
の

『終
南
家
業
』
に
も
ほ
ぼ
同
文
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
の
で
、
俊
荷
が
既
に

「
三
聚
羯
磨
」
と
い
う
用
語
を
知

っ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
語
は

『南
山
宗
旨
要
抄
』
の
第
十
七
問
答
の

三
聚
浄

戒
の
理
解
と
も
密
接
に
関
連
す
る
。
さ
て

『南
山
宗
旨
要
抄
』

の
主
張

の
特
徴
は
、
道
宣
の
南
山
律
宗
の
基
本
的
理
解
で
あ
る

「今
家

(
3
)

釈
業
疏

二
下
如
殺

一
戒
、
具
兼
三
位
等
云
、

一
々
戒
戒
皆
有
三
聚
也
。」

で
あ
り
、
戒
の
各
々
に
そ
れ
ぞ
れ
三
位
、
即
ち
三
聚
の
意
味
が
あ
る
と

す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
三
聚
浄
戒
中
の
律
儀
戒
と

『
瑜
伽
論
』

で
述
べ
ら
れ
る
菩
薩
戒
と
の
整
合
性
が
問
題
に
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は

律
蔵
に
述
べ
ら
れ
る

「
焼
身
」
「捉
宝
」
の
戒

は

「律
儀
戒
」
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
論
で
は

「摂
善
」
に
な
る
と
い
う
不
都
合
を
如
何
に
解
釈

す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
「諸
師
の
釈
義
は
不
同
な
り
」
(
4
)

と
し
な
が
ら
も
、
結
論
的
に
は
南
山
の
解
釈
で
は

二

々
の
戒
に
三
聚

有
り
と
云
う
が
故
に
、
焼
身
、
畜
宝
等
に
至
り
て
は
止
悪
の
辺
を
律
儀

戒
と
為

し
、
大
小
律
儀

の
不
同
に
依
り
て
之
を
出
す
也
」
(
5
)

と
し
て
三
位

の

一
辺
を
述
べ
た
と
整
合
性
を
持
た
せ
る
解
釈
が
施
こ
さ
れ
、
結
論
的

に
は

「
焼
身
等

の
戒
、
三
聚

の
義
有
る
べ
き
な
り
」
(
6
)

と
さ
れ
る
。

次
に
第
十
九
の
比
丘
の
懺
悔
の
相
違
の
問
答
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

占
察
経
中
、
依
三
聚
浄
戒
成
比
丘
等
七
衆
見
。
爾
者
、
今
此
菩
薩
比
丘
修
懺

悔
時
、
為
用
六
聚
懺
法
、
将
又
用
菩
薩
懺
悔
耶
。
(
7
)

こ
の
質
問
は
、
覚
盛
と
叡
尊
の
間
に
存
在
し
た
三
聚
通
受
比
丘
の
犯
罪

の
相
違
を
窺
わ
せ
る
文
面
で
あ
る
。
答
え
の
文
章
も
、
律
儀
の

一
戒
だ

俊
荷
の
戒
律
思
想

(蓑

輪
)

け
は
声
聞
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
懺
悔
も
律
蔵

の
規
定
に
従
う
と
し
、

「但
し
受
随
相
違
の
難
に
至
ら
ば
、

菩
薩
は
三
聚
惣
受
、

其
の
中

の
律

儀
は
声
聞
と
同
じ
き
が
故
に
相
違
に
非
ざ
る
也
」
(
8
)

と
さ
れ
る
。
こ
の
文

章
中
の
言
葉
で
あ
る

「三
聚
惣
受
」
は

『占
察
経
』
の
記
述
を
忠
実
に

承
け
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
も
未
だ

「
三
聚
通
受
」
と
言
わ
れ

て
い
な
い
。
ま
た

「
重
難
云
」
と
し
て
、

重
難
云
、
大
小
律
儀
、
行
相
大
異
也
。
律
蔵
中
依
檀
上
十
師
以
白
四
法
得

体
、
以
篇
聚
軽
重
判
其
罪
。
菩
薩
蔵
中
以
三
聚
浄
戒
羯
磨
、
依

一
師
受
之
。

雖
有
軽
重
共
名
応
当
学
突
吉
羅
懺
悔
。
(
9
)

こ
こ
に
は
三
聚
浄
戒
羯
磨
と
い
う

言
葉

が
見

え

る
。
先
に
は

『占
察

経
』
の
三
聚
浄
戒
に
よ

っ
せ
比
丘
な
ど
の
七
衆
が
成
立
す
る
と
述
べ
ら

れ
た
が
、
こ
こ
で
は

「
三
三聚
浄
戒
羯
磨
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
表
現
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
覚
盛
の
意
識
に
近
い
も
の
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
凝
然
の

『
通
受
比
丘
懺
悔
両
寺
不
同
記
』
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。

予

(凝
然
)
之
和
上
円
照
大
徳
、
問
招
提
寺
覚
盛
和
上
云
、
梵
網
経
中
通
受

比
丘
於
律
儀
戒
有
名
悪
作
罪
耶
。
和
上
答
云
、
説
十
重
已
云
如
是
十
戒
応
当

学
敬
心
奉
持
[已
上
]。
応
当
学
者
是
吉
羅
名
、
此
云
悪
作
。

「
応
当
学
」
を

「突
吉
羅
」
の
証
拠
と
し
て
挙
げ
る

の
は
管
見
の
限
り

で
は
覚
盛
の
特
徴
と
考
え
ら
れ

る

の
で
、
『
南
山
宗
旨
要
抄
』
に
お
け

る

「難
云
」
は
覚
盛
の
意
識
を
反
映
し
た
も

の
と
い
う
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
南
都
側
か
ら
俊
荷

へ
の
聞
法
は
戒
如
等
を
通
じ
て
積
極
的
に
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俊
荷
の
戒
律
思
想

(蓑

輪
)

行
わ
れ

せ
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
覚
盛
か
ら
の
難
問
の
可
能
性

が
あ
る
。
但
し
、
覚
盛
の
犯
罪
は
全
て
悪
作
で
あ
り
、
他
者
の
見
解
と

の
相
違
が

い
つ
頃
か
ら
意
識
さ
れ
た
の
か
検
討
を
要
し
、
確
証
が
得
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
本
書
が
俊
荷
の
親
撰
で
な
い
と
考
え
る
積
極
的
根

拠
は
こ
こ
に
も
見
い
だ
せ
な
い
。
よ
っ
て
、

一
応
本
書
を
親
撰
と
し
て

扱
う
。
な
お
、
本
間
に
お
け
る
俊
荷

の
答
ええ
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

但
大
小
持
犯
不
同
也
云
至
者
、
軽
重
戒
共
名
応
当
学
事
、
摂
善
摂
生
時
事

也
。
律
蔵
戒
時
、
篇
聚
軽
重
、
可
有
之
也
。
例
如
声
聞
戒
止
持
戒
、
雖
有
六

聚
七
聚
、
菩
薩
戒
門
等
吉
羅
。
菩
薩
戒
比
丘
、
摂
善
摂
生
戒
違
反
云
時
、
可

用
大
乗
懺
悔
。
犯
律
儀
戒
時
、
制
教
懺
悔
為
本
、
化
制
皆
可
修
也
。
(
1
1
)

こ
れ
は
実
は
、
南
都
に
お
け
る
西
大
寺
叡
尊
の
理
解
に
等
し
い
。

二

『
菩
薩

戒
義

疏
鈔

』

に
見

ら
れ

る
理
解

『菩
薩
戒
義
疏
鈔
』
の
作
者
で
あ
る
円

琳
は
、
二
十
五
歳
の
時
、
渡

宋
上
人

即
ち
俊
荷
に
会

っ
た
と

い
う
。
時
に
建
保
二
年

(
一
二
一
四
年
)

三
月
の
事
で
あ

っ
た
。
識
語
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

又
た
二
五
歳
に
至
り
て

[建
保
二
年
三
月
日
]
渡
宋
上
人
に
値
い
奉
り

[我

禅
房
俊
荷
]
天
台
宗
大
綱
要
義
を
談
じ
、
兼
ね
て
大
小
戒
律
を
読
む
の
中
、

亦
た
此
の
疏
を
学
び
菩
薩
戒
を
受
け
、
而
し
て
夢
中
に
於
い
せ
戒
儀
を
感
得

せ
り
。
文
言
、
経
疏
の
意
と
符
合
す
。
[其
の
左
別
に
在
り
。]
両
師
の
所
承
、

前
後
補
接
し
、
次
に
依
り
て
編
集
し
、
綱
を
取
り
、
鈔
記
し
、
而
し
て
経
論

及
び
諸
師
の
説
を
引
い
て
且
つ
は
聞
く
と
こ
ろ
を
補
い
、
且
つ
は
同
意
を
示

す
。
…
…
嘉
禎
三
年

[
酉
丁
]
正
月

日
。
更

に
添
削
を
加
う
。
前
草
本
を
以

て
之
を
用
い
る
べ
か
ら
ず
。
(
1
2
)

俊
荷
の
帰
朝
が
建
暦
元
年

(
一
二
一

)
で
あ

る

か
ら
円
琳
は
帰
朝
後

三
年
の
俊
茄
に
会

っ
て
い
る
。
嘉
禎
三
年
は
俊
荷
が
亡
く
な

っ
て
か
ら

十

一
年
目
に
な
る
。
円
琳
が
俊
荷
に
直
接
聞
法
し
て
い
る
こ
と
は
貴
重

で
あ
り
、
し
か
も
本
書
は
証
真
と
俊
荷

の
説
を
中
心
に
据
ええ
て
編
集
さ

れ
た
と
言
う
の
で
、
編
纂
の
手
が
加
わ

っ
て
い
る
に
し
ろ
、
俊
荷
の
思

想
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
『菩
薩
戒

義
疏
巻
上
鈔
』
下
の
次
の
箇
所
は
注
目
さ
れ

る
の
で
、
い
さ
さ
か
長
文

の
引
用
に
な
る
が
掲
げ
る
。

師
云
、
若
小
乗
律
、
衆
七
戒
五
、
故
随
受
者
、
戒
亦
不
同
。
謂
、
優
婆
塞
及

優
婆
夷
、
共
持
五
戒
及
八
斎
戒
、
沙
弥
沙
弥
尼
、
同
持
十
戒
、
式
叉
摩
那
、

持
六
法
戒
、
学
尼
具
戒
、
比
丘
持
二
百
五
十
戒
、
比
丘
尼
持
五
百
戒
也
。
若

菩
薩
戒
、
七
衆
通
、
受
三
聚
浄
戒
。
十
重
禁
等
、
無
別
受
也
。
但
今
云
方
法

不
同
者
、
於
通
受
法
、
而
有
梵
網
、
地
持
、

理
路
等
不
同
也
。
又
占
察
経

意
、
若
無
戒
縁
故
、
不
能
受
比
丘
戒
者
、
用
懺
悔
法
、
即
見
好
相
、
応
得
比

丘
具
足
戒
也
。
雖
如
菩
薩
自
警
授
戒
、
而
非
菩
薩
三
聚
戒
也
。
又
涅
槃
白

四
、
未
見
必
是
別
教
漸
行
也
。
又
菩
薩
沙
弥
、
受
十
善
戒
、
雖
在
山
家
沙
弥

戒
儀
、
而
於
経
論
無
的
拠
也
。

俊
荷

の
理
解
は
、
伝
統
的
な
戒
律
理
解
に
他
な
ら
な
い
。
通
受
と
い
う

語
は
、
七
衆
に
通
じ
て
三
聚
浄
戒
を
受
戒
す

る
と
い
う
意
味
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
た

『占
察
経
』
に
基
づ
く
三
聚
浄
戒
の
受
戒
は
、
あ
く
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ま
で
も

戒
の
縁
が
無
い
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
お
け
る
比
丘
の
具
足
戒

を
受
戒
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て

い
る
。
「菩
薩
の

自
誓
受
戒
の
如
き
と
雖
も
菩
薩
の
三
聚
戒
に
は
非
ざ
る
也
」
と
明
確
に

述
べ
ら
れ
る
の
は
、
『占
察
経
』

の
自
誓
受
戒
は
比
丘
の
為

の
も

の
と

し
て
の
み
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
菩
薩
の
意
識
は
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
反
映
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
泉
涌
寺

に
お
い
て
は

「
通
受
」
の
語
は

用
い
ず

「自
誓
」
を
用
い
る
と

『徹
底
章
』
が
述
べ
る
こ
と
と
符
合
す

る
。
即
ち
、
俊
荷
が
考
え
る
三
聚
浄
戒
は
七
衆
に
よ

っ
て
通
じ
て
受
け

ら
れ
る
と
い
う
意
味
で

「通
受
」
な

の
で
あ

っ
て
、
『
占
察
経
』
に
説

か
れ
る
三
聚
浄
戒
に
よ
る
受
法
は
、
戒
縁
の
無
い
特
殊
な
場
合
の
、
比

丘
の
具
足
戒
の
自
誓
の
た
め
の
受
法
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

泉
涌
寺
の

「自
誓
」
も
ま
た
南
都
側
の

「通
受
」
も
、
確
か
に
三
聚

浄
戒
を
介
在
さ
せ
る
具
足
戒
の
受
法
と
し
て
把
捉
さ
れ
る
が
、
泉
涌
寺

の

「
自
誓
」
は
、
三
師
七
証
が
そ
ろ
わ
な
い
、
戒
縁
が
無
い
と
い
う
特

殊
な
場
合

に
の
み
成
立
し
、
し
か
も
そ
こ
に
菩
薩
の
意
識
を
持
ち
込
ま

な
い
点

に
、
ま

た
南
都
側
の

「通
受
」
(即
ち

「三
聚
羯
磨
通
受
」)
は
、

菩
薩
の
意
識
を
持
ち
込
み
、
そ
れ
を
具
足
戒
の
受
戒
方
軌
と
し
て

一
般

化
で
き
る
可
能
性
を
も

っ
て
い
た
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
小

戒
と
菩
薩
戒
、
化
制
二
教
の
懺
悔
の
相
違
を
意
識
し
て
い
る
点
か
ら
推

し
て
も

、
彼
は
増
受
を
支
持
し
て
い
た
と
考
え
る
。

俊
荷
の
戒
律
思
想

(蓑

輪
)

1
　
石

田
充
之
編

『
鎌
倉
仏
教
成

立

の

研
究
―

俊
荷
律
師
』

(法
蔵
館

・
昭

和

四
七
年
)

(以
下

『
俊
荷
』
と
略
記
)

の
末
尾

に
復
刻
。
安
藤
俊
雄

「俊

荷
律
師
と
趙
宋
天
台
-
俊

撰

・
三
千
備
検

を
中
心
と
し
て
」

(
『俊
荷
』

所
収
)
な
ど
を
参
照
。

2
 
『
律
宗
問
答
』

(続
蔵
経
二
―

十
―

四

・
二
四
九
上
)

3
 
『
俊
荷
』
三
八
五
頁
下
。

4
 
『
俊
荷
』
三
八
五
頁
下
。

5
 

『
俊
荷
』
三
八
六
頁
上
。

6
 
『
俊
荷
』
三
八
六
頁
下
。

7
 
『
俊
荷
』
三
八
九
頁
上
。

8
 

『
俊
荷
』
三
八
九
頁
下
。

9
 
『
俊
荷
』
三
八
九
頁
下
。

10
 

大
正
七
四
、
六

一
中
六
-

一
〇
。

11

『
俊
荷
』
三
九
〇
頁
上
。

12

『
菩
薩
戒
義
疏

巻
下
鈔
』
(
『
浄
土
宗
全
書

続
十

一

菩
薩
戒

義

疏

鈔

外
』
以
下

『浄

土
全
』
続
十

一
と
略
記
)

一
四
八
頁
上
～
下
。

13

『
浄
土
全
』
続
十

一
、
六
八
頁

下
～
六
九
頁

上
。

〈
キ

ー
ワ
ー
ド
〉

俊

荷
、
円
琳
、
南

山
宗
旨
要
抄

、
菩
薩
戒
義
疏

鈔
、
通
受

(東
方
研
究
会
専
任
研
究
員
)
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